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市では防災行政無線を利用して児童の安全確認の呼びかけをしています。地域の防災対策へのご理解、ご協力をお願いいたします。
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第10回中学生「東京駅伝」大会が
２月３日（日）に都立武蔵野の森公園
で行われました。

選考会で選出された中学２年生の生徒が結団式、練習会を経て出場しました。
男子は42.195kmを17人で、女子は30kmを16人でたすきをつなぎました。
選手一人ひとりが、練習の成果を十分に発揮し、市の代表としてふさわ
しい力強い走りをしてくれました。
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第10回中学生「東京駅伝」大会

男子チーム、女子チーム
ともに力走！

大会を振り返って
【代表選手コメント】
入賞はできなかったけれど、一人ひとりが練習から全力
で取り組み、励まし、協力し合い、悔いのない駅伝大会に
なったと思います。
田無第二中学校　萩
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【西東京市の記録】
男子21位　２時間25分58秒
女子21位　１時間57分32秒
総合21位　４時間23分30秒

夢の実現に向けてチャレンジする中学生を応援する

「夢 ★ 未来講演会」
夢の実現に向けてチャレンジする中学生を応援するため、１月26日（土）に保谷こもれびホールにおいて「夢・未来講演会」を開催しました。

第１部では、最初に市立中学
校の生徒が職場体験学習の報告
を行い、体験時の様子を写真等
で振り返りながら、各事業所で
学んだことを発表しました。

第２部では、オリンピックの壮行
会等でも活躍している、プロの応援
団「我武者羅應援團（がむしゃらおう
えんだん）」による講演を行いました。
生徒の悩みに共感し、励まし、夢に
向かって力強く歩んでいけるような
元気な応援が行われ、会場全体が一
体となった熱い講演となりました。

本講演会は、生徒自身が企画
運営し、準備から本番までを主
体的に進めました。役割分担や
発表準備、生徒会だより等での
広報活動、田無庁舎と保谷庁舎
を結んだテレビ会議、本番を想
定したリハーサル等、本番の進
行や発表も含めて、各中学校の
代表生徒が協力して取り組むこ
とができました。

・	緊張しつつも、アンケートの内容や感じたことをしっかり伝え
られたのではないかと思う。また、いつもの交流のない市内の
他校の発表が聞けてよかった。（代表生徒）

・	他の人の発表を聞いて、打合せやリハーサルの時よりも更に洗
練された発表になっていたと思いました。（代表生徒）

・	私たち１年生は４月から２年生となり、職場体験へ行くことに
なります。今日の発表にあった「若者が受け継ぐ」ことができ
るようにするため、職場体験の場で言われることにしっかり取
り組みたいです。（参観生徒）

・	ゲストの我武者羅應援團の方の言葉が一つひとつ心に残ってい
て、	「仲間を信じる」ということについて一番心に残っていま
す。自分が大変な時は我武者羅應援團の方の言葉を思い出して
頑張りたいです。（参観生徒）

教育委員会では、今後も夢の実現に向けてチャレンジする中
学生を応援していきます。

最後に「私の夢」をテーマに、生徒自身が将来を考える上で影
響を受けた人や出来事を踏まえ、抱いている夢の発表を行いました。
どの発表も、生徒が今考えていることや大切にしていることが
伝わる内容でした。

次に、「西東京市の未来」
をテーマに、生徒が自らアン
ケート調査等を行い、普段感
じている街の特徴について分
析し、生徒自身の考えを発表
しました。

第１部　生徒による発表

第２部　ゲストによる講演

生徒による手作りの講演会が開催されるまで

生徒の感想

「私の夢」の発表
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援團による講演

【総監督コメント】
選手結団式以来、当日を目指して練習を重ねてまいりま
した。おかげさまで、充実した大会になりました。
結果は、女子、男子ともに、21位と大善戦でした。また、
男子は歴代記録を２分８秒も縮める好タイムで、東京都か
ら特別賞をいただきました。
生徒たちが全力を出し切れるよう、当日まで手厚いサ
ポートをいただきありがとうございました。
田無第四中学校　校長　東

ひがしやま
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彦

職場体験学習報告

ゲストと参加者が一体となった講演


